
 
 

公益社団法⼈インテリア産業協会 
令和７年度事業報告 

（2025 年４⽉１⽇〜2026 年３⽉ 31 ⽇） 
 

Ⅰ 基本⽅針関連（概要） 
年度当初に掲げた基本⽅針関連の事業の概要については次のとおりです。 

 
 １．協会活動全般 

令和７年度においては、同年４⽉１⽇施⾏の改正公益法⼈法に対応し、ガバナンス体制の整
備・運⽤および法令遵守の徹底を図ることにより、事業運営の透明性向上に取り組みました。
また、公益⽬的事業の⾒直し・強化を通じてその活性化を図るとともに、収益事業の安定的な
実施に向けたコンテンツを開発し、インテリアコーディネーター（以下、ＩＣ）・キッチンス
ペシャリスト（以下、ＫＳ）資格制度と有機的に連携させることで、資格取得希望者および会
員の増加ならびに資格取得者の登録・更新の促進に努めました。 

 
 ２．資格認定試験 

資格認定試験のＩＣ⼀次試験およびＫＳ学科試験のＣＢＴ⽅式への変更による影響や、近年
の受験申込者の動向を試験申込時のアンケートの実施により、受験申込者増加に有効な施策を
検討分析し、中期事業計画に反映させました。 

 
 ３．能⼒向上・育成関連（公益⽬的事業） 

ＩＣハンドブックの改訂については、ワーキンググループにより、当初の計画どおり令和８年
11 ⽉末の発⾏に向けて作業を進めました。また、ＫＳハンドブックの改訂については、その⽅
向性を⾒定めるため、試験委員およびＫＳ資格普及委員会メンバーとの会合を開催しました。
さらに、講座事業コンテンツの整理・拡充や、⽀部セミナーの活性化にも注⼒しました。 

 
４．情報・広報活動関連 

中期的な情報・広報活動を視野に⼊れ、ＳＮＳを専⾨とする企業からの情報収集に努めまし
た。ＡＩ等も活⽤しつつ新たな制作⼿法を取り⼊れ、ＳＮＳ（とりわけ Instagram）を通じ
て、⼀般⽣活者に向けた各⽀部セミナーの広報に取り組みました。 

 
５．収益事業 

インテリアに関するプロフェッショナルを育成するため、『ＩＣ・ＫＳステップアップ
講座』のコンテンツを作成するとともに、受講システムを構築し、開講しました。 
 また、主にＩＣ資格登録者のうちＩＣ実務未経験者を対象として、職能としての資格活
⽤を促す「IC キャリアスタートアップセミナー」を開催しました。 
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Ⅱ 公益⽬的事業（内閣府に認定を受けている事業ア〜カ） 
ア．インテリアコーディネーター等を⽬指す者への教育、情報提供 

１．ＩＣ・ＫＳハンドブックの書籍頒布 
ＩＣまたはＫＳ資格認定試験を受けようとする者、インテリアについて学ぼうとする者など

広く⼀般に対し、ＩＣハンドブック、ＫＳハンドブックを頒布してその学習を⽀援しました。
また、ＩＣハンドブックの改訂については、専⾨ワーキンググループにおいてインテリア産業
における環境の変化、法令や規格の改正に合わせた改訂作業を⾏いました。あわせて、委託先
と連携して内容の取りまとめ及び図版等の確認を進め、2026 年 11 ⽉発⾏に向けて着実に作業
を進⾏しました。 

 
２．資格取得の学習等を⽀援する通信教育事業 

インテリアに関する知識を学ぼうとする者やＩＣまたはＫＳ資格認定試験の受験を⽬指す者
等に対し、通信教育講座を実施しました。また、会員から団体申込の要望があったことを踏
まえ、2025 年４⽉より、会員に限り団体申込受付が可能となるよう運⽤を変更しました。 

令和７年度の実施結果は次のとおりです。 
①ＩＣ受験講座（総合／学科／実技）：のべ 67 ⼈（前年度 54 ⼈）が受講 
②ＫＳ受験講座（総合／学科／実技）：のべ 29 ⼈（前年度 32 ⼈）が受講 

 
イ．インテリアコーディネーター等の認定試験 

１．ＩＣ資格認定試験 
第 43 回ＩＣ資格認定試験を次のとおり実施しました。 

①⼀次試験（学科）［ＣＢＴ⽅式］ 
試験期間 2025 年９⽉16⽇（⽕）〜10⽉16⽇（⽊）（申込期間７⽉15⽇〜８⽉31⽇） 
試 験 地 全国 47 都道府県 

②⼆次試験（プレゼンテーション・論⽂）［筆記式］ 
試 験 ⽇ 2025 年 12⽉７⽇（⽇）全国⼀⻫実施（申込期間７⽉15⽇〜８⽉31⽇） 
試 験 地 全国９⽀部地域 

（北海道、東北、関東甲信越、中部、関⻄、中国、四国、九州、沖縄） 
 

合格者数等の結果は次のとおりです。 
 

■ＩＣ資格試験⼀次・⼆次試験を通じた資格取得対象者に対する合格者数等と過去４年の推移  （⼈） 

実施年度［実施回］ 受験者数（※１） 合格者数 
（⼆次合格者数） 合格率 

令和７年度 ［第 43 回］ 6,387 1,623 25.4％ 
令和６年度 ［第 42 回］ 7,101 1,767 24.9％ 
令和５年度 ［第 41 回］ 8,156 2,034 24.9％ 
令和４年度 ［第 40 回］ 8,943 2,193 24.5％ 
令和３年度 ［第 39 回］ 9,935 2,334 23.5％ 

７年度の資格取得対象受験者数の内訳［基本タイプ⼀次受験者数(5,210)＋⼆次試験タイプ受験者数(1,177)］ 
※１ ⼀次・⼆次の試験を通じて、当該年度に資格取得まで⽬指した受験者 

－2－



■ＩＣ資格試験申込者・受験者・合格者の概要［令和７年度（第 43 回）］           （⼈） 

【⼀次試験】 【⼆次試験】 
受験申込者数 6,731 ⼆次受験対象者数（※２） 3,454 
⼀次受験者数 6,023 ⼆次受験者数 2,870 
⼀次合格者数 2,049 ⼆次合格者数 1,623 
⼀ 次 合 格 率 34.0％ ⼆ 次 合 格 率 56.6％ 

※２ ⼆次受験対象者数（3,454）は、基本タイプ⼀次合格者数（1,914）＋⼆次試験タイプ申込者数（1,540） 
 

２．ＫＳ資格認定試験 
第 38 回ＫＳ資格認定試験を次のとおり実施しました。 

①学科試験［ＣＢＴ⽅式※］※令和６年度よりマークシート⽅式からＣＢＴ⽅式に変更 
試験期間 2025 年 11⽉14⽇（⾦）〜11 ⽉ 26⽇（⽔）（申込期間９⽉８⽇〜10⽉17⽇） 
試 験 地 全国 47 都道府県 

②実技試験［筆記式］ 
試 験 ⽇ 2025 年 12⽉７⽇（⽇）全国⼀⻫実施（申込期間９⽉８⽇〜10⽉17⽇） 
試 験 地 全国９⽀部地域 

（北海道、東北、関東甲信越、中部、関⻄、中国、四国、九州、沖縄） 
 

合格者数等の結果は次のとおりです。 
 

■ＫＳ資格試験申込者・受験者・合格者数等と過去４年の推移                （⼈） 

実施年度［実施回］ 
申 込 者 数 資格取得対象 

受験者数（※） 合格者数 合格率 
総合 学科タイプ・

実技タイプ 総数 

令和７年度［第 38 回］ 310 185 495 394 148 37.6％ 
令和６年度［第 37 回］ 402 189 591 502 184 36.7％ 
令和５年度［第 36 回］ 419 214 633 494 165 33.4％ 
令和４年度［第 35 回］ 485 225 710 566 189 33.4％ 
令和３年度［第 34 回］ 547 235 782 608 197 32.4％ 

※ 資格取得対象受験者数：総合タイプ受験者（実技および学科の両⽅を⽋席した者を除く）、および
学科または実技タイプの受験者（科⽬試験免除者に限る）である。 

 
■ＫＳ資格試験 学科試験、実技試験別受験者数と合格者の概要［令和７年度（第 38 回）］  （⼈） 

 【学科試験】 【実技試験】 
受験者数 348 318 
合格者数 194 154 
合 格 率 55.7％ 48.4％ 

 
ウ．インテリアコーディネーター、⼀般⽣活者の能⼒向上のための講座等の開催 

⼀般⽣活者およびＩＣ並びＫＳの有資格者を対象に、インテリアの基礎知識の習得や能⼒向
上のために、全国各地で講座、セミナー等を 56 件開催しました。 

① ⼀般⽣活者向けのインテリアに関するワークショップ「Let‛s！インテリア」を 34 件実施 
② ⼀般⽣活者の暮らしに役⽴つ情報をコンテンツにしたインテリア⽣活者講座を 22 件実施 
※上記①の内、地域の公共図書館との協⼒による図書館セミナーを 21 件実施 
※上記②の内、⾼等学校の⽣徒を対象としたインテリア関係の講座「出前授業」を 18 件実施 
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エ．インテリアコーディネーター等が実施する調査・研究に対する⽀援 

ＩＣ・ＫＳ等が⾏う、インテリアやキッチンに関する調査や研究活動への⽀援として、昨年
同様にテーマ公募を⾏い、５件の調査・研究に対して活動資⾦を助成しました。 
①募集期間 2025 年５⽉２⽇〜６⽉９⽇ 
②募集内容 応募者が⾃ら企画し実施する（あるいは実施している）調査・研究テーマのうち、

活動の内容・成果が、ＩＣ、ＫＳの能⼒向上・資格制度の普及、⼀般⽣活者への 
インテリア・キッチン空間の普及などに役⽴つなど公益性を有するもの。 

③応 募 数 10 件（キッチン関係０件、インテリア関係２件、真に公益性の⾼いテーマ８件） 
④採 択 数 ５件（インテリア関係１件、真に公益性の⾼いテーマ４件） 
③ 採択されたテーマ 

 
④ 調査研究期間 2025 年７⽉下旬〜2026 年２⽉中旬（成果報告書提出 2026 年３⽉２⽇） 

 

オ．インテリアコーディネーター等を⽬指す者及びインテリアコーディネーター等の能⼒向上のためのコンテストの開催 

１．住まいのインテリアコーディネーションコンテスト 
【⼀般部⾨】 

令和７年度も経済産業⼤⾂賞、経済産業省製造産業局⻑賞の下付を受けて、次のとおりコン
テストを実施しました。 
①募集期間 2025 年７⽉ 11 ⽇〜10 ⽉ 14 ⽇ 
②募集内容 
［事例分野］新築コーディネーション部⾨、リフォームコーディネーション部⾨、インテリ

アスタイリング部⾨（居室や部分的なシーン）の３部⾨でインテリア事例（提
案）を募集しました。 

［課題分野］次の２部⾨で課題に基づいたコーディネート提案を募集しました。 
Ａ部⾨「⽇本の伝統が宿る新しい空間のインテリアコーディネーション」 
Ｂ部⾨「和を楽しむ空間のインテリアコーディネーション」 

（施⼯実例の応募も可） 
③応募総数 185 点（内訳：新築 11、ﾘﾌｫｰﾑ 20、ｽﾀｲﾘﾝｸﾞ 23、Ａ部⾨ 84、Ｂ部⾨ 47） 
④審査結果 経済産業⼤⾂賞１点、製造産業局⻑賞１点、協会会⻑賞２点、部⾨最優秀賞５点、

部⾨優秀賞５点、特別審査員賞３点（合計 17 点） 
 

№ 調査・研究グループ名 代表者名 対象テーマ テーマ名

1 サナミ GUMI 柴⽥菜々美 真に公益性の⾼いテーマ イツデモドコデモカーテン2.0──インテリアのチカラで“守る・彩る・備える”

2 インテリア製図通則研究会 ⼤崎 淳史 真に公益性の⾼いテーマ BIM/CAD時代におけるインテリア製図表現の実態調査

3
早稲⽥⼤学建築学科
渡邊⼤志研究室 渡邊 ⼤志 真に公益性の⾼いテーマ 「Xover Parts」-⽣産体系やアフォーダンスに着⽬したインテリア構成部品デザイン⼿法の研究

4 りの+とこ 桂⽊ 紀美代 真に公益性の⾼いテーマ 親の暮らし、⾃分の未来を考える──⾼齢者の住環境を⾒直すインテリアセミナー

5 陳 曄 インテリア関係 ファストファニチャー問題に対する菌⽷体家具の可能性と社会的受容性に関する研究
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⑤住まいのインテリアコーディネーションコンテスト【⼀般部⾨】受賞⼀覧 

 
 

【⾼校⽣部⾨】 
①募集期間 2025 年６⽉２⽇〜７⽉ 25 ⽇ 
②募集内容 テーマは「SDGs を取り⼊れたリビングルーム」とし、 SDGs17 のゴールから

⽬標を設定し、課題に基づいて<直⽅体>と<⽴⽅体>が繋がった２つの空間のイ
ンテリアコーディネート提案を募集しました。 

③応募総数 250 点 
④審査結果 協会会⻑賞１点、⾼校⽣部⾨賞１点、優秀賞２点、奨励賞５点、 

注⽬作品賞 11 点（合計 20 点） 
⑤住まいのインテリアコーディネーションコンテスト【⾼校⽣部⾨】受賞⼀覧 

賞名 作品名 氏名 高等学校 学年

協会会長賞 風渡るいえ 荒川 千晴 名古屋市立工芸高等学校 インテリア科 ３ 

高校生部門賞 快眠のための半屋外リビング 山田 真輝 石川県立工業高等学校 デザイン科 ３ 

優秀賞 
Botanical Dome 住田 優 広島市立広島工業高等学校 建築科 １ 

植物があふれる住まい 榎田 芽生 神奈川県立相原高等学校 環境緑地科 ３ 

奨励賞 

アリの塚 権藤 利羅 福岡県立福岡工業高等学校 建築科 ３ 

楽器の余韻に包まれる 梶本 晴生 広島市立広島工業高等学校 建築科 １ 

農から学ぼう 櫻井 心捺 神奈川県立相原高等学校 環境緑地科 ３ 

ちょっとめんどくさいが、ちょうどいい。 鈴木 瑠々花 駒澤大学高等学校 普通科 ２ 

温室ごはん 山本 永実 東京都立工芸高等学校 インテリア科 ２ 

注目作品賞 

グリーンクリーングルーンクール 川越 珠芸 熊本県立球磨工業高等学校 建築科 ２ 

森の学び家 北川 敬太 高知県立高知工業高等学校 ３ 

ecoplayroom 松本 栞那 香川県立高松工芸高等学校 工芸科 ３ 

地下水の巡る家 宮根 翔磨 香川県立高松工芸高等学校 工芸科 ３ 

みんなの〝ただいま〟がある場所 松﨑 麗 香川県立高松工芸高等学校 工芸科 ３ 

Happines Home 赤岩 未希 香川県立高松工芸高等学校 工芸科 ３ 

風の温室～植物と暮らす森のお家～ 小川 麻絢 名古屋市立工芸高等学校 インテリア科 ３ 

SpatiumRenatus 髙羅 ほのか 愛知県立一宮工科高等学校 建築デザイン科 ２ 

楽に呼吸して幸せを感じよう 長清 梨央 石川県立工業高等学校 デザイン科 ３ 

水族館 Library 勝田 明香莉 千葉県立市川工業高等学校 インテリア科 ３ 

SteamLoop01 志村 遙乃 千葉県立市川工業高等学校 インテリア科 ３ 

 

分野 受賞名 応募部⾨ 作品タイトル 応募者 都道府県
経済産業⼤⾂賞 リフォームコーディネーション ゾノハウス 布天井で包む住まい ⼤園 未来、宇治川 和樹 京都府
インテリア産業協会会⻑賞 リフォームコーディネーション 中の外の家 ⼀瀬 健⼈、野⼝ 理沙⼦ 東京都

新築コーディネーション 「静寂に還る家」 今福 由紀⼦、菊池 康仁 宮城県
リフォームコーディネーション ＨＥＲＩＴＡＧＥ・⽇本の美意識 上⽊ 浩⼆、⽯橋 謙司、上⽊ 嵩⼤ 広島県
インテリアスタイリング 翠光の家 有住 和華 宮城県
新築コーディネーション 森と繋がる静寂の別荘 鈴⽊ 恵理⼦ ⻑野県
リフォームコーディネーション 時代を住み継ぐ 松本 晃樹、松本 有⾥⼦ 和歌⼭県
インテリアスタイリング    蒼のティールーム 平⽥ 貴⼦ 岡⼭県
新築コーディネーション ⿊滝村寺⼾地区移住定住促進住宅 三宅 正浩 兵庫県
リフォームコーディネーション 琉球王朝を偲ぶ宿 稲⼭ 聖⼦ 沖縄県

製造産業局⻑賞 Ａ ⾒え隠れする「⽤」と「景」 坂⽔ 元也 神奈川県
インテリア産業協会会⻑賞 Ｂ 春夏秋冬の和を楽しむ家 伊藤 正三 広島県

Ａ ⽩の結庵 -和の庭にひらく家- 呂 雷明、佐藤 悠樹、占部 和樹 神奈川県
Ｂ 海の⾒える丘に建つ軒の深い家 平井 進 ⼭梨県
Ａ 趣でもてなす家 藤岡 蓮、菅 ⼤輝 ⼤分県
Ｂ ひかりのとばり 須⽥ 壮 島根県

特別審査員賞 Ａ ⼤きな籠のある住まい ⼭⽥ 智彦、⽥端 由⾹、⼭岡 誠吾 東京都

事例

部⾨最優秀賞

部⾨優秀賞

特別審査員賞

課題
部⾨最優秀賞

部⾨優秀賞
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２．キッチン空間アイデアコンテスト 
令和７年度もキッチン空間に関する⾃由な発想と提案を求めるコンテストを、次のとおり実

施しました。 
①募集期間 2025 年８⽉１⽇〜９⽉ 30 ⽇ 
②募集内容 コンセプト「こんな⼈に、こんなキッチンを伝えたい」 

次の２部⾨で、キッチン空間に関するアイデアを込めた作品を募集しました。 
Ａテーマ部⾨「団らん・優しいキッチン空間」 
Ｂテーマ部⾨「暮らしが変わるキッチン空間」 
（Ｂテーマ部⾨は実際に施⼯したもの。新築物件の応募も可） 

③応募総数 212 点（内訳：A テーマ部⾨ 194、B テーマ部⾨ 18） 
④審査結果 協会会⻑賞１点、部⾨最優秀賞 2 点、部⾨優秀賞６点、奨励賞 15 点 

（合計 24 点） 
⑤キッチン空間アイデアコンテスト受賞⼀覧 

 
 

３．知ろう、学ぼうインテリアアイデアコンテスト 2026 
⾃由な発想を持つ⼦どもたちから、未来のインテリアの可能性（アイデア）を募集するコン

テストを、次のとおり実施しました。 
①募集期間 2025 年 12 ⽉９⽇〜2026 年２⽉５⽇ 
②募集内容 ⼩学⽣、中学⽣、⾼校⽣を対象に、テーマ『未来の私の部屋〜私がインテリア

コーディネーターだったら〜』に沿った家具、空間デザイン、インテリアグッ
ズなどのインテリアアイデア（イラスト、絵画、デザイン）を募集した。 

③応募総数 103 点 
④審査結果 協会会⻑賞１点、部⾨最優秀賞３点、部⾨優秀賞３点、審査委員特別賞５点 

（合計 12 点） 

受賞名 応募部⾨ 作品タイトル 応募者 都道府県
インテリア産業協会会⻑賞 A 海と畑のおすそわけ⾷堂 神⾕ 百⾳ 愛知県

A ⾷⾷是好⾷ 吉岡 明美 ⼤阪府
B 受け継ぐ住まい3世代キッチン ⾦⼦ 利恵    関⽥ 諒    ⽚岡 ⼀成 埼⽟県

オフグリッドな湯けむりキッチン 内⽥ 純 埼⽟県
冷蔵庫から広がる優しいキッチン 吉冨 レイ 千葉県
釜の縁キッチン ⼀杉 健洋    ⼭⼝ 篤 東京都
DAN DAN DAN 関野 裕樹 静岡県
家族と暮らしの舞台 ⾕岡 ⼤右 ⼤阪府
つながりみまもるキッチン 松下 ⼤輔 ⼤阪府
0.3帖キッチン 藤原 隆良 埼⽟県
古代⾷キッチン 杉浦 岳    関沢 伸太郎    瀬島 蒼 東京都
TRANSIT kitchen 鈴⽊ 胡夏 東京都
Re.farm 江籠 匠 静岡県
Kitchen BOX ⼤津留 依舞 岐⾩県
てのひらキッチン 安福 唯花 ⼤阪府
図書館カフェ BONDS 中村 弘美 兵庫県
光の⿃かごキッチン 松本 紘美 ⿃取県
認知症予防キッチン 伊藤 正三 広島県
20seconds 塚村 遼也 広島県
我が家のマチカドキッチン 柴崎 あすか   島貫 ⻯也   市川 康弘 埼⽟県
⽂化に触れるコトノハキッチン 津籠 和歌⼦   宗⽚ 亮    ⼤橋 悠治 埼⽟県
ようこそ おうちビストロ 中濱 花織    鈴⽊ 俊介   ⼤橋 悠治 埼⽟県
挿⼊される Pantry Box 岩井 浩太 京都府
キッチンで堪能する瀬⼾内の景⾊ 花井 佳代 広島県

部⾨最優秀賞

部⾨優秀賞
A

B

奨励賞

A

B
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⑤知ろう、学ぼうインテリアアイデアコンテスト受賞⼀覧 

 
 

カ．消費者に対するインテリアに関する普及啓発活動及び展⽰会の開催 

１．絵画コンテスト 
将来を担う⼩学⽣とそのご家族にインテリアを考える楽しさを体験していただくととも

に、ＩＣの職能について理解を深めていただくことを⽬的として、⼩学⽣を応募対象とす
る絵画コンテストを、東北⽀部と沖縄⽀部のそれぞれで開催しました。 
(１) 東北⽀部 第 23 回「こんな部屋いいな絵画コンテスト」 

テ ー マ 「こんな部屋いいな」 
応募総数 1,099 点（対象：宮城県内の⼩学⽣） 
作品展⽰ せんだいメディアテーク（2026 年２⽉ 14 ⽇、15 ⽇） 

(２) 沖縄⽀部 第 10 回「こども絵画コンクール」（タイムス住宅新聞社共催） 
テ ー マ 「⼤好き！ぼく・わたしのおうち」「あったらいいな、こんな家」 
応募総数 293 点（対象：沖縄県内の⼩学校に通学している１〜６年⽣） 
作品展⽰ タイムスビル エントランスホール（2025 年 11 ⽉ 12 ⽇〜15 ⽇） 

 
２．展⽰会 

インテリアの普及を⽬的に、⼀般⽣活者にとって有意義な展⽰を⾏いました。 
(１) GOOD LIFE フェア 2025［主催：朝⽇新聞社］ 

会  期 2025 年９⽉ 26 ⽇〜28 ⽇ 
会  場 東京ビッグサイト ⻄１・2 ホール 
出展内容 協会活動紹介・住まいのインテリアコーディネーションコンテスト⾼校⽣部⾨

⼊選作品・インテリアチャート診断等のパネル展⽰、インテリア関連品制作の
ワークショップ開催 

来 場 数 36,598 ⼈ 
出 展 数 530 社 

(２) 次世代を担うデザイン展 2025［主催：(公社)⽇本インテリアデザイナー協会］ 
会  期 2025 年 10 ⽉ 16 ⽇〜25 ⽇ 
会  場 新宿パークタワー１階アトリウム 
出展内容 住まいのインテリアコーディネーションコンテスト⾼校⽣部⾨⼊選作品展⽰ 

賞名 部⾨ タイトル 受賞者 学年
  会⻑賞 ⾼校⽣ Switch Spiral：⼼の距離をデザインする空間 中⻄ 尭 ⾼2

⼩学⽣ 呼吸する部屋 A Room That Breathes KO, YU-MENG ⼩5
中学⽣ 最強の秘密基地!! ⽻賀 理沙 中3
⾼校⽣ わたしだけの⾃然 齋藤 光志 ⾼1
⼩学⽣ スペースルーム 永⾒ 咲華 ⼩4
中学⽣ THE STORYBOOK HIDAWAY ⽮⽥ 梓⾐吏 中3
⾼校⽣ ありのま間〜⾃然の中で⾃然な私に〜 折出 りの ⾼2
⼩学⽣ 花のおうち 今井 順之⾹ ⼩1
⼩学⽣ スノードームがたのへや 近藤 陽葵 ⼩1
⼩学⽣ どこでもケーキ⾵呂 縄 乃々⾹ ⼩6
⼩学⽣ 空と海と森のある部屋 原⽥ 莉帆 ⼩6
⾼校⽣ +℃hange ⽔⾕ 妃菜 ⾼3

 部⾨最優秀賞 

 部⾨優秀賞 

 特別審査員賞
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(３) JAPANTEX2025［主催：(⼀社)⽇本インテリア協会］ 
会  期 2025 年 11 ⽉ 19 ⽇〜21 ⽇ 
会  場 東京ビッグサイト 南ホール 
出展内容 NIF との共催企画「Windows Paradise」内で、インテリアコーディネーターと

窓装飾プランナーのダブルライセンサーによるインテリアコーディネート提案
の展⽰等 

来 場 数 39,766 ⼈※同時開催展の来場者数を含む 
出 展 数 190 社 

 
３．インテリア普及教材の無償頒布 

若年層向けのインテリア普及啓発活動の⼀環として、家庭科副教材（副読本）を頒布しま
した。また、学校のＩＣＴ環境に対応したデジタル版も制作・公開しました。 
(１)中学⽣向けインテリア普及教材 

中学校技術・家庭科副読本『快適な住空間をつくるインテリアの世界』を 50,000 部印刷
し、全国の中学校 259 校からの申込みに応じて 46,537 部を無償で頒布、インテリア普及の
促進を図りました。 

(２)⾼校⽣向けインテリア普及教材 
⾼等学校家庭科（住⽣活）資料『考えてみよう！住空間を彩るインテリア』を 50,000 部

印刷し、全国の⾼等学校 233 校からの申込みに応じて 47,559 部を無償で頒布、インテリア
普及の促進を図りました。 

 
 
Ⅲ 収益事業（内閣府に認定を受けている事業） 

１．インテリアコーディネーター等の登録事業 
(１)資格登録 

令和 7 年度のＩＣ・ＫＳ資格認定試験合格者に対して資格登録の案内通知（通知対象者
はＩＣ1,623 名、ＫＳ148 名）を⾏い、ＩＣ1,615 名、ＫＳ148 名の資格登録申請を受け付
け、資格証（初回登録年⽉⽇ 2026 年４⽉１⽇付）を交付しました。 

(２)登録更新 
令和７年度ＩＣ・ＫＳ資格登録更新は、対象者約 16,000 名に対し 2026 年１⽉ 27 ⽇を申

請期⽇として申請受付を実施しました。期間内に⼿続きが完了した者には、有効期限を延
⻑した資格証（カード）を 2026 年３⽉ 17〜18 ⽇に簡易書留で⼀⻫に郵送しました。 

年度末における登録資格者（有効資格者）数は次のとおりです。 
①ＩＣ資格登録者数 60,596 名 
②ＫＳ資格登録者数  7,307 名 

(３)ＩＣ・ＫＳ読本 
『ＩＣ・ＫＳ読本 2026』は、法改正内容を中⼼に内容の最新化を⾏うとともに、サステ

ナブルを意識したインテリア製品の動向や、「スマートホーム」とインテリア製品の動向
について情報更新し、新規登録者および更新対象者全員に提供しました。 
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２．インテリア実務講座 
(１)プロダクトセミナー 

主に会員企業の商品情報を資格者に提供する『プロダクトセミナー』については、７つ
の⽀部において全 22 件実施しました。 

  
(２)ＩＣ・ＫＳステップアップ講座（旧称：スキルアップ講座） 

令和７年度より本格始動したインテリア産業従事者向け専⾨講座（商業的ノウハウや職
業⼈としてのスキルアップに特化した講座）について、申込受付・決済・動画閲覧管理を
⼀元化したシステムを構築し、2026 年３⽉ 25 ⽇より正式名称を『ＩＣ・ＫＳステップア
ップ講座』として、専⽤サイト（https://jiia-pro.jp/）から受講者募集を開始しました。 

【第⼀期・講座概要】 
講 座 名：ウインドートリートメント実践講座 レベル１ 
形  式：オンライン動画形式（約 30 分の動画を 6 本） 
受 講 料 ：11,000 円（税込） ※教材込み 
募集⼈数： 第⼀期（3/25〜6/30）限定 30 名 
協⼒会員：(⼀社)⽇本インテリア協会 

 
３．インテリア産業従事者（資格者及び会員）の知名度向上と能⼒拡充のために⾏う教育、情

報提供事業 
当該年度においては、インテリア産業従事者向け専⾨講座の運⽤開始を必達として注⼒し

た影響から、年次計画で計画していた⽬標の具体化までに⾄りませんでした。 

北海道 オンライン⼯場⾒学＆リアル ショールーム⾒学  2026年1⽉28⽇ 無 カリモク家具㈱

インテリア最新情報 ＆ 新商品セミナー 第１回 2025年9⽉10⽇ 有 福島ＩＣ協会 ㈱サンゲツ、⼤光電機㈱、東リ㈱、トーソー㈱、ルノン㈱

インテリア最新情報 ＆ 新商品セミナー 第２回 2025年10⽉8⽇ 有 福島ＩＣ協会 オーデリック㈱、トキワ⼯業㈱、⽴川ブラインド⼯業㈱、
パナソニック㈱エレクトリックワークス社、リリカラ㈱

家具修理が⽣み出す新たな室内コーディネートとコンサルテーション
〜ダニエル社の経験を通じて〜

2025年6⽉18⽇ 無 ㈱ダニエル

カーテンの最新の機能とコーディネートのセミナー 2025年7⽉2⽇ 有 川島織物セルコン ㈱川島織物セルコン

インテリアエレメンツとしての家具間接照明の実践テクニック 2025年8⽉29⽇ 有 ㈱ハーフェレジャパン

モダンリビングのスタイリング事例から学ぶ「富裕層へのインテリア提案術２」 2025年8⽉27⽇ 有 ハースト婦⼈画報社
（㈱ハーストデジタル・ジャパン）

ニチベイ⽣産本部 ⼯場⾒学会 2025年10⽉23⽇ 有 ㈱ニチベイ ㈱ニチベイ

モダンリビングのスタイリング事例から学ぶ「富裕層へのインテリア提案術３」 2026年3⽉25⽇ 有 ハースト婦⼈画報社
（㈱ハーストデジタル・ジャパン）

『デザイントレンドを取り⼊れたTOTO新商品のご紹介』 2025年6⽉25⽇ 無 ＴＯＴＯ㈱

『タチカワブラインドでスマートな暮らしを提案しませんか？』 2025年8⽉20⽇ 無 ⽴川ブラインド⼯業㈱

『空間を彩る新素材のご紹介』 〜素材が語り掛ける上質な住まいの作り⽅〜 2025年12⽉4⽇ 無 サンゲツ㈱

スガツネ⼯業＆カリモク家具合同セミナー
〜スガツネ⼯業とカリモク家具が提案する、⼼地よい暮らしのつくり⽅〜

2026年1⽉20⽇ 無 スガツネ⼯業㈱、カリモク家具㈱

関⻄ インテリアエレメンツとしての家具間接照明の実践テクニック 2026年2⽉6⽇ 有 ㈱ハーフェレジャパン ㈱ハーフェレジャパン

カーテン⽣地のトレンドとウィンドウトリートメント提案のヒント 2025年9⽉17⽇ 無 アスワン㈱

ロールスクリーン・バーチカルブラインドのHowtoと最新トレンド 2025年6⽉20⽇ 有 トーソー㈱ トーソー㈱

多様化するリビング空間のニーズに応える家具・照明知識と提案術 2026年2⽉18⽇ 無 カリモク家具㈱、コイズミ照明㈱

インテリアのトレンドと各メーカーの最新情報および新商品のご案内 2025年8⽉21⽇ 無 ㈱サンゲツ、トキワ⼯業㈱、リリカラ㈱、㈱森熊、
富⼠ファニチア㈱、⽴川ブラインド⼯業㈱

新製品のご案内＆オンライン⼯場⾒学 2026年2⽉4⽇ 無 カリモク家具㈱

F&Bカラースキームで使いこなすXSELECT素材壁紙コレクション 2026年2⽉27⽇ 無 ㈱サンゲツ、㈱森熊

インテリアのトレンドと各メーカーの最新情報および新商品のご案内 2026年2⽉12⽇ 無 ⽴川ブラインド⼯業㈱、トキワ⼯業㈱、リリカラ㈱、
㈱サンゲツ、㈱森熊、㈱ニチベイ

第1部 リフォームの夢をこわさない お客様相談事例から学ぶお客様の本⾳とすれ違い
第2部 ホテルライクな洗⾯・浴室で叶える上質空間のご案内 2026年1⽉28⽇ 無 ＴＯＴＯ㈱

⽀部 イベント名称 実施予定⽇ 委託
有無

委託先 共催先・協⼒会社

東北

関東甲信越

中部

中国

四国
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Ⅳ 協会の組織運営 
１．協会本部に設置する委員会 

外部有識者や会員企業により委員会を構成し、協会各事業の実施・運営⽅針等を審議するなど
の活動を⾏い、各事業を推進しました。（会議は対⾯、オンライン、書⾯審議などにより実施）  
(１)運営委員会 

開催実績：２/２、3/30 
委員名 所属 委員名 所属 
市川 祐次※ (公社)インテリア産業協会 仙⽯ 克幸 パナソニック ハウジングソリューションズ㈱ 
伊藤 道代 東リ㈱ ⽟留 勇輝 三井デザインテック㈱ 
加々美 ⽂彰 ｎａｔ㈱ 町⽥ひろ⼦アカデミー 原  吉弘 住友林業㈱ 住宅事業本部 
加藤 直樹 ㈱天童⽊⼯ 
※運営委員会の下部組織に中期計画ワーキンググループを設置。7〜1 ⽉の期間に全 6 回会議を開催した。  

(２)情報・広報委員会 
開催実績：4/17、２/24 
委員名 所属 委員名 所属 
砂⾦ 裕 ㈱建築資料研究社（⽇建学院） ⾼津 ⿇⼦ 東京ガスコミュニケーションズ㈱ 
加藤 勝幸 三井デザインテック㈱ 丹⽻ 啓介 ㈱アルフレックスジャパン 
神⾕ 悟 トーソー㈱ 原  吉弘※ 住友林業㈱ 住宅事業本部  

(３)資格制度委員会 
開催実績：なし（制度改変を伴う場合にのみ開催） 
委員名 所属 委員名 所属 
井上 弘道 パナソニック ハウジングソリューションズ㈱ 上村 康平 ㈱サンゲツ 
⽯橋 友徳 ㈱スミノエインテリアプロダクツ 清⽔ 宏 三井ホーム㈱ 
上野 義雪※ 上野研究室 ⻄⽥ 恭⼦ ⻄⽥設計 住⽣活研究所  

(４)インテリア普及啓発委員会 
開催実績：７/15、９/９、10/17、11/18、12/19、２/16、3/６ 
委員名 所属 委員名 所属 
⻘⼭ 央 リリカラ㈱ 佐藤 裕⽂ ㈱ユーエー 
江波⼾⽂昭 ㈱ メック・デザイン・インターナショナル ⽟留 勇輝※ 三井デザインテック㈱ 
蒲⼭ 雄⼀朗 ㈱ニチベイ 照井 義和 カリモク家具㈱  

(５)ＫＳ資格普及啓発委員会        

開催実績：6/30、10/８、12/10、３/24 
委員名 所属 委員名 所属 
安部 秋季奈 タカラスタンダード㈱ 野⽥ 浩司 ㈱ＬＩＸＩＬ 
實末 敬⼦ クリナップ㈱ 村⼭ 仁彦 ㈱松岡製作所 
仙⽯ 克幸※ パナソニック ハウジングソリューションズ㈱ 吉⽥  修 ＴＯＴＯ㈱  

(６)講座事業委員会 
開催実績：5/28、7/３、8/28、９/29、10/30、12/17、2/26、3/25 
委員名 所属 委員名 所属 
飯⽥ 公久 アトラスデザインスタジオ 禿  恵⼦ ㈱川島織物セルコン 
加々美 ⽂彰※ ｎａｔ㈱ 町⽥ひろ⼦アカデミー 濱⽥  淳 ＡＤＯＰＴキッチンワークス 
⾦堀 健⼀ ㈱住宅デザイン研究所 

（注）(1)~(6)の表内※印は委員⻑ 
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２．会員活動 
ＩＴ等の活⽤により、本部、⽀部と会員との情報共有と連携を強化し、会員企業が協会活

動に積極的に参画することを推進しました。  
(１)協会への⼊会促進活動 

協会ウェブサイト等により定常的に広報を⾏うとともに、本部・⽀部の各種事業イベン
トを通じて、幅広く関連企業等に⼊会を働きかけました。 

年度末時点の会員数は次のとおりです。 
◇年度末会員数：正会員数は 123（前年度 127）賛助会員は 16（前年度 17）  

(２)「会報」の定期的な発⾏ 
会報の年４回の定期的発⾏を⾏い、主に会員に協会の事業活動をタイムリーかつ的確に情

報提供しました。 
 ３．法⼈の運営体制の充実を図るための取組 

協会活動の円滑な運営の為、経費精算システムに連動した会計システムの運⽤、全国⽀部
を含めた協会内ネットワークの運⽤を継続利⽤し、業務の可視化を⾏っている。 

定期的な会議を開催し、協会内のコミュニケーションを図るとともに、ガバナンス教育を
実施した。 

また、協会中期事業計画を策定し、今後の協会事業の⽅向性の確認を⾏った。 

以上 
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